サラ ベルナール ノ デンセツ クウカン ト フェミニテ ノ シンワ by 白田, 由樹
 － 161 －
 
氏 名 白 田 由 樹  
学 位 の 種 類 博   士（文  学） 
学 位 記 番 号 第 5120 号 
学位授与年月日 平成 20年３月 24日 
学位授与の要件 学位規則第４条第１項 
学 位 論 文 名 サラ・ベルナールの伝説空間とフェミニテの神話 
論文審査委員 主 査 教 授 中 島 廣 子   副 査 教 授 津 川 廣 行 
副 査 教 授 三 上 雅 子 
論 文 内 容 の 要 旨 
 十九世紀末から二十世紀のヨーロッパ演劇界で活躍した女優サラ・ベルナールの業績を、女性芸術家の歴史
に位置づけながら検証する。本論文では、彼女のフランス演劇史における位置づけや表現者としての内的動機
のみならず、俳優の社会的位相、大衆やメディア、他の芸術との関係性において考察することにより、女性芸
術家として異例なまでの名声と影響力を持つに至った「偉大なサラ」の伝説生成とその意義を探る。 
 第一部では、舞台人としてのサラの軌跡を追う。その前段では、俳優が歴史を通じて教会から職業賤民とさ
れ、それと引き換えに得てきた社会規範からの自由が、女性の新しい生き方を示した彼女の基盤として捉え直
される。またその舞台経歴からは、芸名に示されたユダヤの記号を戦略的に用い、観客の男性的視線に応じる
フェミニテ（女性らしさ）の理想を舞台上に体現し、劇中の役を己自身のイメージとして普及させていった過
程が検証される。それらはサラ自身が戯曲制作に関与し、あるいは自ら執筆した戯曲を上演する頃から、より
愛国的、英雄的な男主人公や伝説的な女優の役へと推移する。これらのフィクション作品からはサラの自己伝
説化の意図も読み取られるが、それを完成させたのは死の直前まで女優であり続けた現実の彼女の生き様であ
った。 
 第二部では、サラ伝説の普及と記録という側面から大衆メディアに着目し、十九世紀に大きく発展した新聞
や写真、広告などの媒体で流通したサラ像や報道記事を取り上げるとともに、彼女をモデルにした肖像画や文
学作品を考察する。それらは女優自身の意図に反する負の側面をも含みながら、イメージの描き手とそのモデ
ルとの間にあった共同的な、あるいは反発しあう関係を示唆し、より豊かな伝説空間を形成する。彼女の死後
も、その伝説は次の世代へと継承される。各々の時代意識を反映させ、普遍的なテーマ性のもとに新たに描き
直されるサラ伝説は、神話的性質を帯びながら現在に至っている。 
 結論では、フェミニテの虚構性を戦略的に用いながら自己実現を果たしたサラの業績と手法が、新しい生き
方を模索する女性たちの支持を得た反面、女性表象のステレオタイプを再生・強化させた側面を持ち、この両
義性が現代も様々な関心を呼び寄せる磁力となっていることが確認される。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論は、女性嫌悪のイデオロギー的傾向が顕著だったフランス世紀末の｢女性表象｣がはらむ相矛盾した問題
について、その体現者であり創造者でもあった大女優のサラ・ベルナールを例に論じたもので、サラ伝説・神
話の近代的側面を浮き彫りにした独創的な論文である。 
 序論では、多彩な活躍をみせたサラの研究には、演劇史的観点に加え、他の多様な研究領域からの総合的考
察が必要であると説き、かつ彼女が内的欲求と社会的承認という課題を両立させ、いかに自己実現を果したか
を、文学と文化学的手法を併用し考察するとの前提を示す。 
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 第Ⅰ部では、サラが自らの成功を通じて影響力を及ぼした、舞台上での表現を対象に論じている。虚構的存
在としての女優という職業の特殊性に、自己の特権的資質をからませ、それらのイメージが生む効果を駆使し
た上、より知的で創造的な制作の場を開拓し、ついに自己像を伝説化させえた彼女の戦略を仔細に分析する。
この自己実現への過程を丹念にたどる論者の努力を多とする。だだし、前提となる女優史関連の記述は簡略化
も可能であったろう。 
 第Ⅱ部では、様々な情報媒体や同時代人の証言、彼女をモデルにしたフィクション作品等を対象に、舞台芸
術の外側に生み出されたサラのイメージについて論じ、それらの複合的な作用のもとにサラ伝説が形成され継
承されてゆく過程を分析する。この種のイメージや言説には、女優自身の作為によるものと意図せざるものと
があり、両者相まって大きな広がりを見せている事実を提示するなど、興味深い考察が多々見出された。また、
サラ伝説が各時代の特性や作者の意識を反映しつつ、普遍的なテーマ性を持つことで、神話の様相を帯びてい
く事実を見事に証明してみせており、論者の主張を極めて説得的なものとなした。 
 結論部では、メディア多様化の今日的視点から、フェミニテの虚構をめぐる表現主体としてのサラをとらえ
直し、その虚構性を体現し成功をおさめ自己決定権を獲得するに至った事を、女性の属性に付与された負の概
念の逆転による自己実現の革新的な例であると評価する一方、メディアを介し自己イメージを商品化し、ステ
レオタイプ的女性像を強化させた点は批判している。その上で、このステレオタイプの強化と撹乱という両義
性こそが、女性アーティストとその表象をめぐって多様な評価や解釈がせめぎあう一種の磁場を形成し、今も
サラへの関心を維持させている要因になったと結論し、本論の射程の広がりと論者の力量の確かさを示しえた。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
